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  VNS ON 期では OFF期と比べて、片側同期性スパイクの数は減少傾向を示したもの
の統計学的有意差はなく(p = 0.415)、両側同期性スパイクの数が統計医学的有意差をもっ
て減少した(p = 0.027)。スパイクが発現した電極数も同様に、片側同期性スパイクでは有
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対象とした。手術中に留置した硬膜下電極により VNS OFF/ON 期の皮質脳波を記録し、
VNS OFF/ON期のスパイク数、スパイクが発現した電極数、スパイクの最大振幅、パワー
スペクトラム解析の比較検討を行った。VNS ON 期では OFF 期と比べ、スパイク数は減
少傾向を示し、特に両側同期性スパイクが有意に減少した。スパイクが発現した電極数も
同様に減少傾向を示し、両側同期性スパイクで有意に減少した。スパイクの最大振幅に有
意差はなかった。パワースペクトラム解析では、ベータ帯域とガンマ帯域で VNS ON期に
パワー値が有意に増加した。本研究では、VNSの即時的効果として、スパイクの発現頻度
と拡散領域を減少させる可能性があることを示し、VNSがスパイクの同期性低下をもたら
すとした過去の報告を裏付ける結果となった。また、ガンマ帯域の脳波は、大脳皮質の
GABA 作動性抑制性介在神経の活動に由来するとされており、高周波帯域でのスペクトラ
ムパワーの増大は VNSが抑制性ニューロンへ影響を与えた可能性が示唆された。 
 
